
 

災害の基礎知識について 

問１ 

何らかの理由で、避難所に行けず、在宅避難や、車中泊を余儀なくされた避

難所外避難者が食糧や生活必需品の提供を受けるためにはどうすればいいか。

簡潔に答えよ。 

 

 

 

問２ 

 市が発令する「災害発生情報」の警戒レベル３の行動では『避難に時間を

要する人（     、     、     等）とその支援者は避難をし

ましょう』とあります。□に入る文字で正しくないものを次の①～④の内

から選びなさい。 

 ①ご高齢の方 ②障がいのある方 ③外国人の方 ④乳幼児  

 

問３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害ボランティアセンター運営について 

問４ 

 災害ボランティアセンターの運営コーディネーターが不足している場合は、

どのようにすべきか。次のうち正しくないものを①～④の内から選びなさい。 

 

 ①駆け付けボランティアから募る ②後半のセクションから人を回す 

 ③社協職員から人を回す     ④ニーズ受付に来た被災者から募る  

 

 

 

 

問５ 

 「ボランティア依頼表（様式４）」は、活動オリエンテーションから、活動

が完了するまでコーディネーター同士で手渡しされていきます。活動オリエ

ンテーションから手渡しの際に行うことを次の①～④の内から選びなさい。 

 

 ①依頼表の複写 ②依頼表の転記 ③依頼表の暗記 ④依頼表への署名 

 

問６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知多市地域防災計画について 

問７ 

 計画にある情報伝達手段の一つである緊急情報メール機能「ちたまる安心

安全メルマガ」は風水害や地震、防犯の緊急情報が配信されるが、他に利用

できる機能として、次のうち正しくないものを①～④の内から選びなさい。 

 

 ①安否情報・検索 ②同報無線一覧 ③避難所一覧 ④救急医療情報 

 

問８ 

 知多市において地震災害が発生した場合、非常配備態勢が敷かれるが、次

の内非常配備の種別が正しいものを次の①～④の内から選びなさい。 

 

 ①第 1非常配備、第 2非常配備、緊急時第 2非常配備、第 3非常配備 

 ②第 1非常配備、第 2非常配備、救急時第 2非常配備、第 3非常配備 

 ③第 1非常配備、第 2非常配備、第３非常配備、第４非常配備 

 ④第 1非常配備、応急第 2非常配備、第２非常配備、第 3非常配備 

 

令和２年度 災害ボランティアコーディネーター基礎力向上講座 

理解度確認テスト 上級（１５問★両面） 氏名        
 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

問４ 

 

 

 

問５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 

 

 

 

 

 

 

問８ 

 

 

 

得点 

 

 

 

／１００ 

 

問３ 

  

問６ 

  

 

 

 

 

 

 

 

避難所では、避難所運営委員会が設けられ、避難所運営に必要な業務やルールを決めことにな

ります。また、委員として学校の施設管理者が参加し、施設利用についても決めます。発災時、

避難所となる学校と、円滑に避難所運営をするためにできる平時心がけることは何でしょう。「顔

の見える」「生徒のため」を使って説明しなさい。 

 ボランティアから「活動証明書」の発行を依頼された時の注意事項と 

必要書類を述べよ。 

 

⑤ 

⑪ 

⑤ 

⑤ 

⑪ 

⑤ 

⑤ 

問１ 

  
⑤ 



問９ 

 計画にも明記のある自主防災組織は昭和３５年度から、町内会単位の行政

区に自主防災組織が設立されており、平成２５年４月１日現在、７０の行政

区すべてに自主防災組織があります。また、平成１５年度からコミュニティ

単位においても町内会単位と連携した自主防災組織を設立しています。□

に入る正しい数字の組み合わせを次の①～④の内から選びなさい。 

 

 ①５１、２２、７０、１５ ②３５、２５、９０、３０ 

 ③５３、２５、７０、１５ ④３５、１５、７０、３１ 

 

最新の防災知識について 

問１０ 

 令和２年気象庁は大雨特別警報を解除する際に危険がなくなったと勘違い

されない様に「解除」の表現を改めると発表しました。表現として正しいも

のを次の①～④の内から選びなさい。 

 

 ①警報（注意報）への切り替え ②特別警報の取り下げ 

 ③警報（注意報）との併発   ④特別警報の引き下げ  

 

問１１ 

 令和元年度、知多市は将来の地域の担い手となる中学生を対象に、災害発

生時に自らの安全を確保し、また、地域のために率先して行動ができる人材

育成として、知多市ジュニア防災リーダー養成講座を開催しました。□に

入る正しいものを次の①～④の内から選びなさい。 

 

 ①ジュニア防災リーダー     ②ネクスト防災リーダー 

 ③防災ネクストジェネレーション ④防災リーダージュニア 

 

問１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導者技術について 

問１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５ 

  

 

 

 

 

 

 

 問９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ 

 

 

 

 

 

 

 

問１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ 

  

問１５ 

  

 

 最近の新型コロナウイルス感染症状況下における、～災害ボランティア活動にあたっての衛

生配慮にかかわるガイドライン～が発表されていますが、ボランティア自身が守るべき基本的

感染対策（基本的なルール）を 4つ述べよ 

 

 センターに被災者宅から、ボランティアが帰った後に通帳と印鑑が紛失した、と訴えが有り

ました。あなたはどのように対応しますか？箇条書きで答えなさい。 

 

 

⑤ 

⑤ 

⑤ 

⑪ 

⑤ 

⑤ 

⑫ 

 災害ボランティアセンター活動中に、事前オリや送り出しでも注意喚起を

していたが、ボランティアがけがをした。 

あなたはセンター運営要員としてどのような対応をとりますか？ 

 

①自己責任で有るから、本人に任せる。 

②応急救護所へ行くように勧める。 

③センターの社協職員と同行して、最後まで責任を持って対応する。 

④センターでは対応できないので、災害対策本部に相談する。 

 被災者宅で活動中のボランティアが、喧嘩して分かれてしまいました。 

ボランティアセンターに戻ったのは、８人で出かけて二人足りません。 

帰着報告を受けて、あなたはどのように対処しますか？ 

 

① 一緒に行ったボランティアに、連絡をとって確認させる。 

② 事情を聴取した後、分かれた二人にセンターから連絡する。 

③ 決まりを守らないので、ボランティアに任せる。 

④ あらゆる手段をとり、喧嘩して分かれたボランティアを確認する。 


